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食物アレルギーへの適切な対応
必要最小限の食物除去

杏林大学医学部小児科学教室

成田雅美

第15回子どもの食育を考えるフォーラム

～気を付けたい子どもの栄養と疾患～

子どもの栄養と疾患
2021年2月11日

Web開催

※本発表に関連し開示すべきCOI関係にある企業などはありません

日本小児医療
保健協議会
栄養委員会主催

食物アレルギーとは

アレルギー疾患に関する3歳児全都調査（令和元年度）東京都健康安全研究センター（2020）

調査対象：令和元年10月に区市町村で実施された3歳児健康診査の受診者

及びその保護者（8343人）

回答数：2727人（回収率 32.7%）

3歳までにアレルギー疾患と診断された児の割合

食物アレルギーの り患率 食物アレルギーの状況

授乳・離乳の支援ガイド 2019年3月 p12

医療機関で診断され
たのは全体の9.9%

食物アレルギーの状況

平成27年度 乳幼児栄養調査結果より

食物制限・除去や

解除を医師の指示
で行っているのは

半数以下

即時型食物アレルギーの診断
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誤食の原因食物・年齢別

0歳 1,2歳 3-6歳 7-17歳 18歳以上

鶏卵
52.1％

鶏卵
41.4％

牛乳
29.9%

鶏卵
21.9％

小麦
19.20%

牛乳
31.3%

牛乳
37.7%

鶏卵
26.5％

牛乳
21.4%

甲殻類
13.5%

小麦
11.7% 

小麦
14.0% 

小麦
16.2% 

落花生
14.3%

そば
10.6%

木の実
10.1%

木の実
12.5%

木の実
8.7%

落花生
9.5%

小麦
8.0% 

牛乳
6.4%

n=2017 

今井孝成、海老澤元宏他 アレルギー 2020

何らかの食物を摂取後60分以内に
症状が出現し、かつ医療機関を

受診したもの

感作（特異的IgE陽性）だけで除去しない

小児食物アレルギー患者の食物負荷試験における
特異的IgEと陽性率 ～年齢との関係～
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牛乳特異的IgE

Komata J AClin Immunol 2007 
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卵白特異的IgE 総IgEが高いと
陽性になりにくい
年齢が高いと
陽性になりにくい

感作（特異的IgE陽性）だけで除去しない

小児食物アレルギー患者の食物負荷試験における
特異的IgEと陽性率 ～総IgEとの関係～
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牛乳特異的IgE

Horimukai Allergy 2015 
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オボムコイド特異的IgE 総IgEが高いと
陽性になりにくい
総IgEが高いと
陽性になりにくい

感作（特異的IgE陽性）だけで除去しない

牛乳アレルギーの小児患者の食物負荷試験における
牛乳特異的IgEと負荷量・陽性率の関係
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牛乳特異的IgE

Fukuie J Allergy Clin Immunol Pract 2020

負荷量が
少ないと

陽性にな
りにくい

負荷量が少ないと
陽性になりにくい

33mg≒1mL

生後3か月の完全母乳栄養児では、アトピー性皮膚炎の有無と
重症度が食物抗原（鶏卵、牛乳、ピーナッツ）感作に関与する

ADがあると食物抗原の感作率が高い

ADが重症だと感作率が高い

経皮水分蒸散量が高いと感作率が高い

Flohr J Invest Dermatol 2014

N=619

妊婦登録
（妊娠12-14週）

2003年
～2005年
1,701名

出生
2004年3月
～2006年8月

1,504名
6ヶ月 1歳 3歳

質問票

成育コホート研究

乳児期早期の湿疹は食物アレルギー発症リスクとなる

食物アレルギー
7.6%

aOR 3.90
湿疹既往

27.9%

0m      1-2m    3-4m    5-8m     9-12m 
1歳 3歳

Shoda J Dermatol Sci 2016

aOR 2.92     6.61 *   4.69*    2.10      2.13 

*: P<0.001 

湿疹の発症時期と食物アレルギー発症との関係

P<0.01 

かゆみのある湿疹
特徴的な部位
（顔、屈曲部位）
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アレルギー 免疫寛容

湿疹があると食物アレルギーになりやすい！

食物が湿疹を
通して体内に
入ると

⇓
アレルギー
反応を起こす
細胞が誘導

湿疹を早期に治療すれば、食物アレルギーにならない？

食物が消化器
を通して体内に
入ると

⇓
アレルギー
反応を抑える
細胞が誘導

Lack G. J Allergy Clin Immunol 2008 Du Toit G. J Allergy Clin Immunol 2016

経皮感作

乳児アトピー性皮膚炎に対する早期からのステロイド外用剤による
積極的な治療は2歳時の食物アレルギーを抑制する

Miyaji J Allergy Clin Immunol Prac 2020

アトピー性皮膚炎発症4か月以下で
治療を開始した早期群では

食物アレルギーの発症が少ない

早期群 遅延群 早期群 遅延群

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
発
症

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
発
症

経皮感作の進展阻止

アトピー性皮膚炎のプロアクティブ療法
寛解導入後の寛解維持期の治療

アトピー性皮膚炎診療ガイドライン2018

症状出現時にのみ
抗炎症外用薬を使用

症状改善後も定期的に
抗炎症外用薬を使用

ステロイド外用薬、
タクロリムス外用薬

経皮感作の進展阻止

誤解されやすい原因食物

ピーナッツアレルギーだと、
ナッツ類もだめ？

鶏卵アレルギーだと、
鶏肉もだめ？

鶏卵アレルギーだと、
魚卵もだめ？

ソバ、エビ、カニは

アレルギーが重症化しやすい
からやめておいた方が良い？

食物アレルゲンが異なるので、
必ずしも除去する必要はない

念のため除去は
不要

必要最小限の
食物除去

症状誘発閾値が存在する

牛乳アレルギーの小児患者の食物負荷試験における
牛乳特異的IgEと負荷量・陽性率の関係
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牛乳特異的IgE

Fukuie J Allergy Clin Immunol Pract 2020

負荷量が
少ないと

陽性にな
りにくい

負荷量が少ないと
陽性になりにくい

33mg≒1mL

多くの患者が摂取可能な関連食品

必要最小限の
食物除去

13 14

15 16

17 18



4

食物アレルギーが治る（自然寛解）とは？
症状誘発閾値の増加

摂
取
量

時間(年齢）

症状誘発閾値
（食べられる量）

実際の摂取量

アレルギー症状

体調、運動など
により変化する

食べられる量は増えていくが、

体調が悪いと同じ食物でも症状が
誘発される

自然寛解

年齢別の食物アレルギーの子どもの割合

自然寛解のタイミングを見逃さない

離乳期に与えたことのある食品

平成17年度(2005年)児童関連調査研究など事業報告書（堤ちはる）

卵の開始時期が
遅い

鶏卵アレルギー
発症予防のため
には、卵を始め
る時期を遅くす
ればよい？

発症予防のための除去は効果がなく、リスク因子となることもある

PETIT study

プラセボ

12ヶ月生後6ヶ月

卵ｱﾚﾙｷﾞｰ

8%

卵ｱﾚﾙｷﾞｰ

38%

生後9ヶ月

プラセボ

有意に
減少

アトピー性
皮膚炎

と診断された
乳児147人

全卵32ｇ相当の
負荷試験

Natsume, Kabashima Lancet  2017

加熱全卵粉末
50mg/日

（ゆで全卵0.2g）

加熱全卵粉末
250mg/日

（ゆで全卵1.1g）

卵除去群

卵摂取群

湿疹があるなら、
卵は1歳まで、あた
えないでください

アトピー性皮膚炎のProactive療法

2段階式、卵の早期摂取の予防効果

卵の早期摂取と湿疹の治療により
鶏卵アレルギー発症が予防できた

PETIT study

プラセボ

12ヶ月生後6ヶ月

卵ｱﾚﾙｷﾞｰ

8%

卵ｱﾚﾙｷﾞｰ

38%

生後9ヶ月

プラセボ

有意に
減少

アトピー性
皮膚炎

と診断された
乳児147人

全卵32ｇ相当の
負荷試験

Natsume, Kabashima Lancet  2017

加熱全卵粉末
50mg/日

（ゆで全卵0.2g）

加熱全卵粉末
250mg/日

（ゆで全卵1.1g）

卵除去群

卵摂取群

湿疹があるなら、
卵は1歳まで、あた
えないでください

アトピー性皮膚炎のProactive療法

2段階式、卵の早期摂取の予防効果

発症予防のための除去は効果がなく

リスク因子となることもある

➢正しい診断 感作（特異的IgE陽性）だけで除去しない

再現性＋血液検査陽性、食物経口負荷試験など

乳児アトピー性皮膚炎患者の経皮感作≠食物アレルギー

➢必要最小限の食物除去

何を？ 症状がでる食物だけを除去する

どの程度？ 症状が誘発されない「閾値」（限界）がある

体調などにより変化する

いつまで？ 自然寛解のタイミングを見逃さない

正しい診断に基づく必要最小限の食物除去

食物アレルギーへの適切な対応 Take Home Message

発症予防のための除去は効果がなく、リスク因子となることもある

皮膚を治して、５，６か月で
離乳食を開始する
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